ラジオ③

１

「このガラスで出来たうさぎ可愛いわね」

ミオは思わず呟いた。続けて

「こういう所にいると、時間が経つのを忘れそうだわ」

ケンも色んな小物がディスプレイされた店内を回っていて結構面白く感じていた。

「さっきの万華鏡、凄く綺麗だったよね。幻想的でさ」

「見てるだけでも楽しくなっちゃうわ。夢があるよね。この店は無料でコーヒーのサービスがあるから、もう少し回ったら休憩しましょうね」

「そうだね。目を楽しませてくれてその上、コーヒーまでもてなしてくれるんだもの、何か買わなくちゃあと思うよな」
「そうかもしれないけど割り切っていないと、いくらお金があっても足りなくなっちゃうし」

「でも何か可愛いのがあったらプレゼントするよ」

「ありがとう、じゃあますます目を凝らして見つけなくちゃあ」

　2人横に並んでコーヒーを飲んだ後店を出た。車はやや混んでいるバイパスを走っていた。
「結局何も買わなかったね」

「ええ、でも後でまとめてプレゼントしてもらおうかな」とちょっと舌を出した。

「ミオの誕生日にプラスしようか」

「嬉しい。じゃあその前のバレンタインデー、ケンのリクエストは何かある?」
「うーん・・・」と暫く考えて
「そうだなあ、何でもいいよ。ミオに任せるよ」ハンドルを握って前を向いたまま言った。
「えー? どうしたのよ。いつも何がいいって言ってくれるのに」

「色々プレゼントしてもらってるから、今年は任せるよ」

「そんなあ、どうでもいいみたい・・・」

「そうじゃないよ、バカだなあ。チョコだけでも充分だよ」

「じゃあいつもの手作りチョコにもっと工夫をしてみるわね」
「うん、ありがと。でもそんなに入れ込まなくてもいいよ。買ったやつだっていいのに」

「今日のケンは変ね。どしたの、気持ちが遠くに行ってるみたい・・・」

「えっ、・・・そんなこと無いよ・・・」ちらっとミオを見た。
「ほーら、やっぱり変。言い方が」

「そんなあ、ミオこそ変だぞ。そんなにムキになってさあ!」

「何よ、ケン、何で怒るの・・・」

「あっ・・・、ゴメン。怒ったわけじゃあないよ。お腹が空いたのかなあ・・・。いつもの店で食事でもしようか」

「うん、そうね・・・」

2人はいつものパスタ店へ行った。

「この店に来ると落ち着くね」ケンが呟いた。

ミオも少し気持ちがほぐれてきていた。

「そうよね。出会った頃よくこの店に来ていたものね」

「毎週のように来て、店員さんにも顔を覚えられちゃったみたいでさあ」

「最近は１，２ヶ月に1度くらいになっちゃったけれど」

「ここのコーヒーは無料サービスのとは全然違ってほんと旨いんだよな」

「そりゃあそうよ。でも他の店と比べても私たちにとっては何か性に合ってるのかしら」
「出会った頃の2人だから余計に旨く感じたのかなあ」

「何かまた微妙な言い方ねえ」

「えっ、誤解だよ。今だって旨く感じてるんだからさあ」

「ごめんね、今日のあたしは何か寂しがり屋になってるみたい」

「大丈夫だよ、僕がそばにいるからさあ」

「そうよね・・・」

気にするほどの事ではないとミオは思おうとしていた。

食事が運ばれてきた。が、何となく気持ちが乗らない感じで食事中も今ひとつ会話が弾まなかった。

　そしていつもだったら、ケンはミオのパスタも一口味見をさせてくれと言ってフォークを出してくるのに、それも無かったのにミオは気づいていた。
２

ケンは仕事が終わった後、佐藤さんと待ち合わせた。会社からかなり離れたところの高級レストランだった。そこでの待ち合わせをケンは戸惑ったが、割り勘で良いと言ってくれたのでそこにした。ケンがその店に着いたときもう佐藤さんは来ていた。
「すみません、明日の外回りについて行く打ち合わせが長引いちゃって」

「いいのよ。ケンさんもいよいよ営業デビューね」

「いえ、まだまだです。付いて行って見ているだけですから」
「そう、でもケンさんは見てるだけですぐ覚えられるんでしょう?」

「いやー、とんでもないです。パソコンは何故かすぐ覚えられますけど営業の話し方はそうは簡単にはいかないですよ」

「そうよね、人間相手ですものねえ。どう言う反応が来るか分からないものね」

「まして買ってもらえるように相手の気持ちを持ってゆくんですから難しいですよ」

「女性の口説き方とどっちが難しいかしら」ケンの目をじっと見つめて言った。
「・・・えっ・・・」あの笑顔で見つめられていた。

「って、大人の会話をしてみただけよ」と、ケンは軽くいなされた。

「あー、びっくりしたあ。ミヨさんも人が悪いんだから」と応じた。

「まだまだ修行が足りないわね。営業に出れば意味は違うけれどももっと驚かされる事に出会うわよ」
「はい、そうですよね。じゃあミヨさんに色々訓練してもらおうかな」

「なかなか言うわね」またあの笑顔でじっと見つめられた。

そこへコース料理の前菜が運ばれてきた。

「ゆっくり食事しながらいろいろお喋りしましょう」

「ええ、そうですね。じゃあ、頂きます」「頂きます」

豪華ディナーを食べてるケンはミオの事が頭をよぎったがすぐに打ち消した。
「あのお、ミヨさんてラジオを良く聴くんですか」

「ああー、そうね、たまに・・・」

「へー、でもリクエストメッセージを送るくらいだからラジオ大好き人間かと思った」

「前に言ってた、後輩が入ってくると皆にラジオでメッセージを送るって言うのはあれは嘘なの・・・」

「・・・・・」ケンは咄嗟に言葉が見つからなかった。

「でもまさか本当にケンさんが聴いていてくれたなんて奇跡的よね」

「そうですよね。何の気なしにラジオをかけていたら、あのメッセージを聴いて、まさかと思いましたけど。そのまさかだったなんて、偶然てあるんですね」
「私のテレパシーが通じたのかしら」と、ちゃめっけたっぷりに言った。

ケンはふとミオとのデートの中での「テレパシー」の曲のことを思い出していたが、それはあえて話題にしなかった。次の料理が運ばれてきた。
「ミヨさんてロマンチストなんですね」

「テレパシーって言ったから?」

「ええ、まあ」

「ロマンチストじゃあなくて、私って魔性があるのよ・・・。ナンて言ったら驚くでしょうね。でもこれもケンさんの訓練の一環だからね」
「あ、そうでしたね。色々と教えてもらったりして訓練しないと営業でまごついてしまいますからね」

「そうそう、耐性をつけないとね。実は私って本当は70歳なの。魔法で若くなってるだけなの」それを聞いたケンはやや子ども扱いされたように感じたが気を取り直して応じた。
「ミヨさんて面白い人ですねえ。メルヘンチックな人だ。でも普通、逆に言うんじゃあないのかなあ。魔法をかけられて年寄りになっちゃったって」

「それって問題発言よ。私は年寄りじゃあないからね」と、きっとした目で睨んだ。でも柔らかな笑顔が怒った顔に見えない。
「あっ、間違えました。でも、なるほど、常に笑顔でいると相手に不快感を与えないんだな」

「あ、私の魔力を一つ見つけたわね。でも本当に力を出せばケンさんなんていちころよ」

ケンはもうすでに今でもいちころなのを、ミヨさんは見抜いているのかもしれない。
